
書式第 12号 (法第 28条関係 )

(令和 5年通常総会第 1号議案)

令和 5年度事業報告書

令和 5年 1月 1日 から 12月 31日 まで
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主な事業の成果

今年度は当会の活性化に向け数多く新しい取組を行いました。 ミクチャーを使った

江戸城アンバサダー3名 を選定およびオリジナルキャラクター家康くんを制作、江戸

城オリジナル切手の制作、ジオテクノロジーズ社の協力による全国 1万名への江戸

城再建に関するアンケー トを実施など。その結果は再建に対し好意的な意見が多く

意を強くしました。東御苑散策では千代田区観光協会の協賛を得て親子で学ぶ江戸

城の実施や、JR東海との協業。また江戸文化サロンを開催 し、これまで当会の弱点

である女性、若中年、首都圏以外在住者ヘアプローチする努力をしてきました。

2. 事業の実施に関する事項

(1)会員組織の拡大拡充

① 会員拡大

会員数減少傾向が続く中、法人会員、新入会員の獲得、休退会を防止 し会員とのコ

ミュニケーションを図るため会員掲示板を発行するなど努力してまいりましたが、

会員の高齢化もあり厳 しく、会員数も年初を下回りました。

会員数推移表 (人数 )

2019`守三 2020年 2021年 2022年 2023`守三

期末在籍会員数 1,316 1,296 1,233 1,184 1,103

年間入会者数 280 120 188 105 106

年間休退会者数 207 140 251 154 187

② 支部活動の活性化

オンラインによる支部委員会を月 1回開催 したほか 4月 から支部委員会だよりを

発信、また 7月 にはリアル会議を 34名 参加 し開催。本部と支部長 とのコミュニケ

ーションを図り世論喚起活動に結び付けるべく努力 してまいりました。

③ 広報活動の強化

11月 にはテレビで に江戸城再建に触れていただいたことをきっかけにマ

スコミに取 り上げられました。ラジオでもFM渋谷のラジオに江戸城が採 り上げ

られました。これを追風として引続き地道な活動に取 り組んでまいります。



江戸城アンバダー3名 を選定、家康くんキャラクターを制作しお城 EXPOでの紹

介、オリジナル切手やクリアファイルを販売するなど従来経験のない手法で若年

層へのアプローチを試みました。

④ かわら版

年 4回発行しました。千代田区観光協会で配布いただくなど地元との連携を深め

ました。会員の協力により地元 3区 と東京都の議員および三役に継続 して配布し

ています。

⑤ SNS活用

多くの会員にご協力いただきフェイスブック、X(旧 ツイッター)、 インスタグラ

ムを定期的に発信しリアル活動の停滞を補いました。ユーチューブはオンライン講

演や世論喚起活動など 11本を公式チャンネルにアップし会員外への広報に活用し

ました。まだまだ閲覧数が少ないため拡散にご協力をお願いします。
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(2)イ ベン ト

① 地元との連携イベン ト

初めての試みとして千代田区水辺の会との協力により江戸城クルーズ、東商千代田

支部で の講演、千代田区観光協会協賛で親子で学ぶ江戸城を実施 しまし

た。MONA WSICコ ンサー トも継続 しています。

② お城 EXPO

請願署名活動、御城印販売に加え、江戸城アンバサダー紹介お披露目。延べ 32名

のボランティアに協力をいただき、実績は請願署名衆議院 575筆、参議院 576筆、

売上は御城印263千円、オリジナル切手とクリアファイルのセット175千円でし

た。

③ その他イベント

○オンライン講演
・全国お城物語 :3期 目に入った当シリーズを8回実施、取り上げたお城は、1月

から順に大坂城、盛岡城、丸岡城、郡山城、小峰城、福山城、島原城でした。
。江戸城サロン :6月 に住友林業 :脱炭素化に貢献・ウッドサイクルで 【街を森に

かえる】開催しました。

○会員獲得、会員間交流を目的として江戸文化サロンを開始しました

03年ぶ りにバス旅 を再開、36名 で駿河 を巡 りま した。

3.世論喚起活動

(1)請願署名

従来からのイベン トの他新たに神田神社、富岡人幡宮、三ノ輪商店街で署名活動を行い

ました。江戸消防記念会から組織で応援いただき衆参合計 1,119筆 もの署名を頂戴しま



した。2023年度実績は衆議院 4,011筆、参議院 3,769筆 、合計 7,780筆 で した。

(2)御城印等のグッズ販売

イベン トでの販売を中心に御城印 500,500円 、オ リジナル切手 539,800円 、クリアファ

イ 36,000円 を販売 しました。

(3)大手門でのチラシ配布

11月 か ら再開 し2023年度入会の会員などの協力を得て 3回実施 しました。

(4)江戸城散策ツアー

親子で学ぶ江戸城や JR東海 との協業など全部で 6回開催 し 140名 を案内しました。ガ

イ ド養成の勉強会や案内資料作成などガイ ド数の底上げをはかっています。

(5)ボ ランティアヘの感謝

当会の活動は総会運営、オンライン講演、お城 EXPOな どイベン トの運営、かわら版の

送付などあらゆる場面でボランティアの皆様により支えられています。改めて感謝申

し上げます。

(6)寄付者への感謝

厳 しい環境にも関わらず 157名 と数多 くの皆様から浄財をいただきま した。また中央

工学校 との協力による軸組模型制作への寄付について 209,000円 の協力を頂戴 しま し

た。

3.事業構想検討委員会

事業構想検討会の課題の一つに天守再建にかかる木材資源調達があります。6月 、大規

模木造建築の技術開発推進に取 り組んでいる住友林業筑波研究 を講師に

招き江戸城サロン講演会を開催 しました。これにより、天守再建が、日本の森林資源の

再生と持続的な Co2削減効果をもたらすことの意義につき、会員の認識を新たにするこ

とが出来ました。



2.事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 事業費の総費用 千円

事業名 事業内容 日時 場所

従事

者人

数

受益対象者

範囲・人数

事業 費

(千

円)

(1)江 戸城天守再建

の規模 。様式・実施

方法等の調査・検討

並びに建設 を行 う

事業

ジオテクノロジー社の協力によ

り全国 10,500名 に江戸城再建

に関するアンケー ト調査を行っ

た。

9月 都 内 4

ζさ[]10,500

名の トリマ加

入者、当会会

員 1,000名

520

(2)再建江戸城天守

の有効活用 をはか

るため、歴史・文化・

観 光等 についての

調査・研究並びに維

持・管理・運営を行

う事業

・オンラインにより国産木材使

用による森林活性化の話を伺っ

た。

・江戸時代の食文化に関するサ

ロンを開催 した。

6月

11月

茨城

都 内

3

2

お城 に興味あ

る市民 300

人

江戸文化に興

味ある市民

20人

517

(3)江 戸城天守再建

の意義・必要性及び

その実現方法並び

に維持・管理・運営

等 について広報宣

伝する事業

・かわら版を 4回発行 した。 通年 都内 10

会員およびお

城に興味ある

市民 2,000人

5,649

・オンライン講演、名城巡り、請

願署名活動を題材とし11本公式

ユーチューブチャンネルにアッ

プした。

通年
全国

各地
30

お城に興味あ

る市 20,000

人

・ユーチュープ (フ ォロワー946

名 )X(350)フ ェイ スブ ック

(2,330イ ンスタグラム(321)を

発信 し活動 を会員外へ広報 し

た。

通年

都内

およ

び投

稿者

宅

6

会員およびお

城に興味ある

市民 2,000人

(4)江戸城天守再建

の世論喚起のため

のシンポジウム等

のイベン トを実施

する事業

・オンライン講演会を 9回開催

した。
通年

都内

及び

講師

宅

20

会員およびお

城に興味ある

市民 600人

1,498・親子で学ぶ江戸城、JR東海と

の協業など東御苑散策を 6回開

催 した

通年
東御

苑
10

会員およびお

城に興味ある

市民 200人

・お城 EXP02023に 参画した。 12月

16・ 17日
横 浜 30

EXPO参カロ

者 15,000人



千代田区での各種イベン トに参

画した。 (神 田古本まつ り、カ レ

ーGP、 ファミリーバザールな

ど)

5月 ～ 12

月

千代

田区
40

会員および一

般市民

2,000人

(5)歴史・文化・観光

等の街づ くりに関

わる各種団体・機関

と連携をする事業

・後援名義の取得やイベン トの

紹介、かわら版の店頭設置など

千代田区、千代田区観光協会と

の連携を深耕した。

通年 都 内 6
一般市民

150人

464
・みなと、お茶の水ロータリーク

ラブ、千代田区水辺の会、東商千

代田支部、千代田中央文化推進

機構とイベン ト等で協力した。

通 年 都 内 10

会員および協

力団体会員

600人

(2)その他の事業 該当なし



I経常収益
1.受取会費

書式第13号 (法第28条関係)

令和5年度 活動計算書

令和 5年 1月 1日 から令和5年 12月 31日 まで

生症1左営ヨ」埋通左迭“△=L江夏」』L丞宝壺」雪藍L主
=る
」金

11,485,917

(個 人)

(団体 )

員 (個人 )

員 (団 体 )

2.受取寄付金等
(個 人)

員 (個人 )

員 (団 体 )

(特定者 )

3.事業収益

4.そ の他収益

5.受取助成金

経常収益計

員

員
会
会

会

会

助

助

正

正
賛
賛

員

会

会

外

会

助

助

員

正

賛

賛

会

募金

Ⅱ 経 常 費用
1.事 業 費

(1)人件費
職員給与等
人件費計

(2)その他経 費
業務委託費

諸謝費

印刷製本費

会議費

旅費交通費

通信運搬費

消耗品費

光熱水費

賃借料

保険料

諸会費

広告宣伝費
企画編集費

支払手数料

販売品原価
その他経費計

事業費計

科
日

［ 金 額

3,809,030

400,000
1,895,250

90,000

1,429,940

321,000

20,000

291,000
5 200

6.194,280

100 000

2,067,140

3,124,495

2

3,124,495

2

100,000

524 450

1,320,000

137,507

786,402

235,668

851,574

1,235,814

25,441

147,678

1,862,180

4,424

10,000

242,000

246,299

10,505

7,080

1,524,450

7 122 572

8,647,022



2.管理費
(1)人件費
職員給与等
法定福利費
人件費計

(2)そ の他経費
業務委託費
諸謝費
印刷製本費
旅費交通費
通信運搬費
消耗品費
修繕費
光熱水費
賃借料
保険料

諸会費
広告宣伝費

租税公課
支払手数料
減価償却費
その他経費計

管理費計

経常費用計

当期経常増減額

7

1,547,447

4,379,327

13,026,349

当期正味財産増減額
前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額

1,008,000

9,672
22,143

305,150
67,175

105,412
425,931

36,919

465,020

3,850

20,000

14,000

2,600

255,813
90 195

△  1,540,432

△  1,540,432

2,285,601

2,831,880

745,169



書式第15号 (法第28条関係)

令 和5年 度 貸 借 対 照 表

令和5年 12月 31日 現在

特定非営利活動法人 江戸城再建を再建す る会

(単位 :円 )

科
日

】 金 額

I 資産の部

1 流動資産

現金預金

棚卸資産

未収金

その他流動資産

流 動 資 産 合 計

2 固定資産

(1)有形固定資産

建物付属設備

什器備品

(2)投資その他の資産

保証金

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部

1 流動負債

未払金

前受金

預 り金

流 動 負 債 合 計

負 債 合 計

Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

268,357

69,615

66,610

197,246

1

9

601,828

1,438,838

837,010

837,000

340,889

244,000

108,780

693,669

693,669

2,285,601

△  1,540,432

745,169

1,438,838



令和5年度 計算書類の注記

(1)

(2)

(3)

2   事業別損益の状況

重要な会計方針

計算書類の作成は、NPO法 人会計基準 (2010年 7月 20日 、2017年 12月 12日 最終改正、

NPO法 人会計基準協議会)によつています .

棚卸資産の評価基準及び評価方法

棚卸資産は最終仕入原価法により評価 しています。

固定資産の減価償却の方法

建物付属設備および什器備品は定額法により減価償却しています。

消費税等の会計処理

消費税は税込方式により処理 しています .

生走 諄 鍋 艦 動と と 工亘」こ 主を二建±4金

(単 位 :|」 )

r+ 11

(  1  )
rI F■ の ll e
調 査 研 究 ■業

(  2  )
il_戸 文

`ヒ

等

.こ 義 研 究 ■ 業

(

ル、

事

報

3    )
宣  伝

業

(    ■    )
ン ン ポ ジ ウ ム

イベ ン ト 11業

(    5    )
各 種 |」 体 組 織

と の 連 携 事業

, 泉 部 15 11 管 理 部 門 合計

一般正味財産増減の部

I経常収益

1.受取会費

2.受取寄付金等

3.事業収益

4.:その他収益

5 助成金

経常収益計

n経常費用
(1)人件費
職員給与等
注定福塁」豊
人件費計

(2)そ の他経費
業務委託費
諸謝費
印刷製本費
会議費
旅費交通費
什器・備品費
通信運搬費
消耗品費
修繕費
光熱水費
賃借料
保険料
議会費
広告宣伝費
企画・編集費
資料費
研修費
組税公課
慶弔金
支払手数料
雑費
減価償却費
販売品原価_
その他経費計

O

209.000

1.000

0

0

0

O

92.968

0

0

0

0

1.787.200

0

0

0

0

1.243.337

0

0

O

0

0

0

209.000

3. 124.495

0

6.194

1.858

280

140

0

2

000100

6.194

2.067

3.124

280

140

195

2

000100

210.000

]52.445

0

92.958

152.445

0

1.787.200

914.670

0

l.243.307

]52.445

O

0

152.445

0

0.330.496

l.524.450

0

8,152.422

].524.450

22.997

11.485.91?

3,043.900

22.997

152.445

0

103.857

0

30.515

26.870

14.768

186.008

0

0

0

0

0

0

0

0

152.445

0

3.35,

97.575

30.515

0

26.870

14.768

186.008

0

0

0

0

O

O

O

O

914.670

44.

562.

32.

]88.

548

173

983

890

0

658

590

0

607

048

440

0

299

0

0

0

0

547

0

l.100

17

88

246

8

7.080

152.445

92,959

97.657

105,110

546.4,9

0

51.546

1.271

14,768

186.008

3,984

242.000

0

0

0

O

].518

0

0

0

152.445

0

3.867

66

0

176

0

870

580

0

768

0

0

000

0

0

0

0

0

0

0

0

26.

14.

188.

1 0

l.524.450

l.320.

137,

786.

235.

851.

1.235.

25.

147.

1.862.

4.

252.

216.

10,

7.

000

507

402

668

574

0

814

441

0

678

180

424

0

000

299

0

0

0

506

0

080

1.547.447

1.008,000

9.672

22,143

305. 150

67. 175

105,`12

425.931

36.919

165,020

3.850

20.000

14.000

2.600

255.813

90. 195

3.071.897

2.323.000

147.179

808.645

235.668

1. 156.724

0

1 302.989

13o,853

425.931

184.597

2.327.200

8.274

20.000

266.000

246.299

0

0

2.600

266.318

90.195

7.o80

367.458 364.593 4.733.363 1.345.300 311.358 7. 122.572 2.831.880 9.954.452

経常費用計 519.903 617.038 5.648.503 1.497.745 460.803 8.647.022 4.379.327 13.026,049

当期経常増減額 △ 309.903 △ 424.080 ∠ゝ 3 861.338 △ 254408 △ 463.803 △ 5.313.527 3,773.095 △ l.540.432



期 1取 得価額 取 `:} 減1 少 期末取得価飯 減●償却額 期末帳籠価額

有形固定資産

建物付属設備

什器備品

投資その他の資産

倍室保証金

14.862

75.343

807.000

0

0

0

0

0

0

14.862

75.343

837.000

14.861

75.334 9

837.000

合 計 927.205 927.205 90.195 837,O10

3  固定資産の増減内訳

4  役員及びその近観者 との取引の内容

科    日 計算書類に計上された金額 内役員の支配法人等との取引

(活動計算書 )

業務委工費 (事 業資)

●業そのに収入

1.320.000

495,000

l.320.000

30,000

活動計算書計 1,815.000 1,350,000

その他特定非営利法人の資産・負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減を明らかにする為必要な事項
・事業費と管理費の按分方法
使用割合に基づき、管理費を事業費に以下の通り核分しております。

職員給与等50%、 印刷製本費80%.会議費50%.旅費交通費50%、 通信運搬費80%、 水道光熱費80%.賃借料80%



書式第17号 (法第28条関係)

令 和 5年 度 財 産 目 録

令和 5年  12月  31日  現在

特定非営利活動法人 江戸城天守を再建する会

科
日

】 金 額

47,930

146,439

73,988

601,828

268,357

69,615

66,610

197,246

837,010

1,438,838

693,669

745,169

資産の部

1 流動資産

現金預金

三菱UFJ銀 行 普通預金

三井住友銀行 普通預金

ゆうちょ銀行通常貯金及び振替口座

棚卸資産

有償配布品 (バ ッジ)

未収金

クレジットカー ド決済分

前払金

労働保険料前払、1月 分家賃

流 動 資 産 合 計

2 固定資産

建物付属設備

間仕切 り

什器備品

プロジェクター

ビデオカメラ

ソファ・テープル

デスク6個

NTT移転電話工事

事務所軽量棚

電気工事

パソコン2台

投資等

オフィス差入保証金

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部

1 流動負債

未払金

一般経費未払

前受金

前受会費

預 り金

源泉所得税預 り金、支部会議預 り金

流 動 負 債 合 計

負 債 合 計

正 味 財 産

837,000

340,889

244,000

108,780

693,669



書式第 18号 (法第 28条関係 )

令和5年度年間役員名簿 〈前事彙年度において役員であったことがある全員の氏名及び住所又は居所並
びにこれらの者についての前事業年度における●酬の有無を記●した名簿)

登定非営利活動法人 江戸城天守を再建する会

¬ 確認事項 (法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )

□各役員について、親族の規定に違反 していません。 (法第 21条関係 )

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ)

氏    名

前事業年度内の

就任期間
報酬 を受 けた期間

(該 当者のみに記入)

1 ・ 監事

'>-? ts -"t-,+

島田 昌幸

令和5年  1月  1日

令和5年  12月  31日

年

年

月

月

日

日

2
´

｀
、

塁ヽ多′監事
テラムラ ノブユキ

寺村 信行

令和5年  1月  1日

令和5年  12月  31日

年

年

月

月

日

曰

3 監 事

タナカ テツジ

 
令和5年  1月  1日

令和5年  12月  31日

年

年

月

月

日

日田中 鐵

4 監 事

アオキ ユキオ

青木 行雄

令和5年  1月  1日

令和5年  12月  31日

年

年

月   日

月   日

5
モリモ ト アツシ

森本 淳之

令和5年  1月  1日

令和5年  12月  31日

年  月  日

年  月  日

6
′
~｀

ヽ

量ゝ妻′監事
ヨシダ ノプオ

吉田 誠男

令和5年  1月  1日

令和5年  12月  31日

年  月 日

日年 月

7
′´~‐

ヽ

里ヽ事′監事
キガワ シズオ

木川 青子雄

令和5年  1月  1日

令和5年  12月  31日

年 月

月

日

日年

8 監 事理事

コント
゛
ウ  イチロウ

近藤 一郎

令和5年  1月  1日

令和5年  12月  31日

年  月  日

年  月  日

9
⌒

電ヽジ 監事
h l-,'7 -? = l- 令和5年  1月  1日

令和5年  12月  31日

年   月 日

日年 月包原 誠

10
′
´
ヽ

鯉 ジ 監事
タカヤマ  ハシ・メ

高山 肇

令和5年  1月  1日

令和5年  12月  31日

年 月

月

日

日年

事 業 報 告 用

⊂)・ 監事



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

役 名
どちらかにO

(フ リガナ)

氏    名

前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間
(該 当者のみに記入 )

11 監 事

エサ
゛
ワ  ヒロシ

江澤 廣

令和5年  1月  1日

令和5年  12月  31日

年  月  日

年  月  日

12
⌒

塁ヽノ・監事
クロキ  ヒテ

゛
トシ

黒本 英俊

令和5年  1月  1日

令和5年  12月  31日

年  月  日

年  月  日

13
ヒカ・シ サフ・ロウ

東 三郎
 

令和5年  1月  1日

令和5年  12月  31日

年  月  日

年  月  日

14 監 事

ワタナベ  トシユキ

渡辺 俊之

令和5年  1月  1日

令和5年  12月  31日

年  月  日

年  月  日

15 〇
監事

クマガイ リエ

熊谷 理恵

令和5年  1月  1日

令和5年  12月  31日

年

年

月

月

日

日

16
′

‐
ヽ

鸞 三ノ・監事
イワフ

゛
チ ミチコ

岩渕 美智子

令和5年  1月  1日

令和5年  12月  31日

年  月  日

年 月 日

17
タカヒラ  ミホ

高比良 美穂

令和5年  1月  1日

令和5年  12月  31日

年  月  日

年  月  日

18
ツカモト  カス

゛
オ 令和5年  1月  1日

令和5年  12月  31日

年  月  日

年  月  日塚本 一夫

19
⌒

巴ヽ重ノ・監事
ナカサ・ワ  カツユキ

中澤 克之

令和5年  1月  1日

令和5年 12月 31日

年

年

月

月

日

日

20
′

‐
ヽ

理事 覧ヽジ
ナカムフ モトヒコ

゛
年令和6年  1月  1日

令和5年  12月  31日

年 月

月

日

年 日中村 元彦

21
′

´~｀
ヽ

理事 ヒヽョノ
ツチヤ  フミオ

土屋 文男

令和5年  1月  1日

令和5年  12月  31日

年 月

月

日

年 日

22
´

｀
、

理事 喜ヽギ
ワタナベ アツコ

渡邊 敦子

令和5年  1月  1日

令和5年  12月  31日

年  月  日

年  月  日

23 理事・監事

年

年

月

月

日

日

年 月 日

年 月 日

〇
監事

′
‐~｀

ヽ

鰹フ・監事

∈∋監事



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係)

設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人 江戸城天守 再建する会

氏    名

1 島田 昌幸

2 寺村 信行

3 田中 鐵二

4 青木 行雄

5 森本 淳之

6 吉田 誠男  

7 木川 評雄

8 近藤 一郎

9 包原 誠

10 高山肇

11 東 三貞F  




